




研究目的 

未熟児網膜症は未熟児保育と不可分の関係にある病態であって,未熟児を保育するかぎり,

この疾患を予防することは不可能である。即ち本症は酸素分圧を厳密に制御しただけで予

防しうるものではなく,網膜の未熟性を主因とする多因子性病因によると理解されている。 

現時点で最も要求されている情報は,一定の条件下で保育した未熟児集団を,ひとりの眼科

医が一定の基準にもとづいて診断した場合,どのような頻度で発生するかである。 

未熟児網膜症の予防を含めたその対策を論ずるとき,最も重要な問題点は,上記の実態を正

確に把握していることであって,本研究の目的は,その為の基本的知見を提供することにあ

る。 


